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１．目的 

 本研究の目的は，は日本の大学ハンドボール競技

の試合中においてどのようなシュートが打たれてい

るのかを分析する。その後，分析項目ごとのセーブ

率 を算出することで，ハンドボール競技においてシ

ュートのどの要因がセーブ失敗の原因になっている

のかを明らかにする。また，ハンドボール競技にお

けるセービング難易度を定量化する回帰式を構築し，

セービングに関する対策やオフェンス・ディフェン

ス方法の検討などを行うための一助となることを目

的とする。 

 

２．研究方法 

１）研究対象 
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２）分析方法 

 セーブ結果に影響を及ぼす可能性がある要因を抽

出し，各分析項目について試合映像を見ながら測定・

集計を行い，セーブ率を算出する。また，分析項目

ごとに検定を行い，有意差がみられた項目に関して

ロジスティック回帰分析を行う。この結果から，ど

の項目がどの程度セーブ結果に影響を与えているの

かを明らかにし，セーブ失敗確率を予測する回帰式

を構築する。また，すべての統計処理には IBM SPSS 

Statistics ver.29を用いて，有意水準を 5%未満と

した。 

 

３．結果と考察 

今回の分析でセーブ成功とセーブ失敗の比率に有

意差がみられた項目は，シュートコース高さ・シュ

ートコース横・シュート場所・シュート種類・シュ

ートコース守備・ディフェンスによるシューターへ

の接触・シュート位置距離・シューターとゴールキ

ーパーとの距離の 8項目であった。また，これらの

項目の内セーブ結果に影響を及ぼす主な要因はシュ

ート種類(バウンド)・シュートコース高さ(上)・シ

ュートコース横(利き手)・シュートコース横(非利き

手)・ディフェンスによるシューターへの接触・シュ

ート位置距離であり，それぞれの影響の大きさを表

す回帰係数を用いて以下の回帰式を構築した。 

表 1：ロジスティック回帰分析最終結果 

 

セーブ失敗予想確率 

=1/1+exp(-(0.959+1.715X₁+0.919X₂+0.728X₃ 

+0.960X₄-0.569X₅-0.117X₆)) 

本研究で構築された回帰式の正診率は 71.1％と

なっており，各場面でのセーブ失敗確率を概ね高い

精度で予測することができると考えられる。 

 

４．結論 

 今回構築した回帰式を用いてセーブ失敗確率を算

出することで，どのようなシュートがセービング難

易度を高くしているのかが明らかになり，この結果

をもとにセービング難易度の高いシュートをどのよ

うに止めるのかといったセービングの対策を講じる

ことができる。また，チーム内でもセービング難易

度が高いシュートを打てるオフェンス方法やセービ

ング難易度が低いシュートを打たせるディフェンス

方法など戦術面での対策をする際の一助としても活

用することもできると考える。 


